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 子どもを応援するとは？ ―作業療法士の関わりの分析― 

長岡 千賀 氏 (追手門学院大学 経営学部 准教授) 

 

人と人の相互作用において，非言語行動がどのように生じているか，そして参与者の心の動きがどのよ

うなときにどのように生じるのかについて，心理学的観点から研究してきた．ここでは，自閉スペクトラ

ム症児の作業療法を分析対象とした検討を紹介することにより，子どもを応援することについて考察し

たい． 

分析したのは主に，セラピストの言葉がけ，そして活動についての手順の発案（難易度を調整するな

ど）であった．熟達したセラピスト（以降では，熟達者と呼ぶ）と経験年数の短いセラピスト（非熟達者），

さらに複数の熟達者を比較することによって，熟達者の関わり方の特徴を明らかにすることを試みた．

言葉がけを分析するために，その言葉がけがその文脈においてどのような機能を果たしているかを考え，

分類を行なった． 

分析した結果から，熟達者の言葉がけは，子どもの行為の流れに沿って生じていることが示された．ま

ずは活動の目標が，子どもによる設定，または，セラピストによる提案（あるいは具体化）によって生み

出されていた．そしてその目標を達成するためのプランニングとその詳細化の段階では，セラピストに

よる「環境提案」「計画要求」「誘導」の言葉がけや手順発案が生じていた．子どもによる活動の開始や途

中の段階には，セラピストの「合図」や「実況」の言葉がけが生じていた．その直後には，セラピストの

「感動表出」と「省察要求」の言葉がけが生じ，子どもは環境や自分に何が起こったかを知覚し，その意

味を解釈し，結果と予測を比較していた．非熟達者事例では，熟達者の事例で見られるような細やかな言

葉がけは認められなかった．加えて，こうした言葉がけの細やかさは，熟達者事例において一貫して観察

されるのではなく，活動の子どもにとっての難易度に応じて変化し，相対的に難易度の低い活動では言

葉がけが減少していた． 

熟達者のこうした関わり方から，子どもが環境と関わる／関わろうとしている様子を，熟達者はつぶさ

に読み取り，言葉がけや手順発案によって適宜サポートしていることが垣間見られる．このとき，子ども

の行為の何を手がかりとして読み取るかが重要な観点になりそうである．子どもの一人遊びのビデオを，

作業療法学専攻の大学院生と，5 年以上の経験のあるセラピストに見てもらい，考えたことやその手がか

りについて報告してもらったところ，同じ動画であっても，子どもの行為の何に着目したかが群間で異

なるようであった．経験者ほど，子どもがどのように遊び，遊びがどのように進んでいるかをより詳細に

報告し，かつ，子どもがその遊びについてどのようにイメージしているかについて言及した．当日は，こ

の結果も踏まえて考察したい． 
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